
テp.44(※1)

網羅性

実在性(+評価)

網羅性

請求書 買掛金帳簿 支払通知書 支払事実

実在性(+評価)

監査論上級－3 小山晃弘
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統制環境

リスク評価
統制活動
情報・伝達

監視活動
ITへの対応

＜内部統制＞テp.54

架空売上
リスク

出荷データ
経理へ

出荷基準
ルール

F/S適正
開示



受
注

出
荷
指
図

出
荷

出
荷
報
告

売
上
計
上

出荷指図書注文書 出荷報告書 売上データ

運用状況：一定期間運用の一貫性⇒有効性の裏付け

整備状況：(評価時点の)デザインと業務への適用⇒有効性の想定テp.58

期
末

期
首



受
注

出
荷
指
図

出
荷

出
荷
報
告

売
上
計
上

出荷指図書注文書 出荷報告書 売上データ

ウォークスルー（書類の通読）

質問・観察・閲覧テp.60

再実施信用調査

＜ex.販売プロセス＞

照合承認

規定/現場



監査サンプリングによる試査 特定項目抽出による試査

テp.63 ＜試査の分類＞



試査

監査サンプリング
による試査

特定項目抽出
による試査

統計的

非統計的ノンサンプリング
リスク

サンプリング
リスク

テp.63〜 ＜試査の分類・リスク・手法＞



テp.65 ＜サンプリング〜運用評価＞

承認なし【エラー】 4件(うち1件例外)
↑

上長承認の有無【サンプル】 100件
↑

販売取引【母集団】 10,000件

推定逸脱率＜許容逸脱率

サンプル結果を推定逸脱率とみなす(例外的事象は推定から外す)

∴内部統制有効



テp.65＜サンプリング〜詳細テスト＞

架空/期ズレ【エラー】 4.5百万円(4件)
↑

残高確認【サンプル】 100百万円(100件)
↑

得意先別売掛金明細【母集団】 100,000百万円(10,000件)

推定虚偽表示額
＋例外的虚偽表示額

サンプル結果から母集団を推定
(例外的虚偽表示は推定からは外すが、比較上は足す)

∴重要な
虚偽表示なし

うち例外=4百万円(1件)

許容虚偽表示額＜



設定・改訂前文⇒上級テキスト＜付録＞

昭和25年 p.1
昭和31年 p.2
平成14年 p.3
平成17年 p.13
平成21年 p.14
平成22年 p.16
平成25年 p.19
平成26年 p.20
平成30年 p.22
令和元年 p.25

監査基準の設定
基準改訂。正規の財務諸表監査(S.32スタート)

監査の目的の設定、リスクアプローチetc…
事業上のリスク等を重視した〜
継続企業の前提に関する開示時上の判断
報告基準の国際調和
意見形成の適切性の確認方法の柔軟化
特別目的のF/S・準拠性
KAM
限定付適正意見の根拠、守秘義務
リスク・アプローチ
平成３年 採用
平成14年 明確化
平成17年 事業のリスク

監査基準 p.27
品質管理 p.35
不正対応 p.44
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＜簿記一巡＞
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